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乳幼児 高齢者 障碍こども 成人青少年

教育研究分野：身体教育科学、教育生理学、健康教育学、発達脳科学

身体に関する事象・教育だけでなく、身体と心の相互作用、心身や
脳機能の発育発達・加齢変化など幅広いテーマが研究対象。



・多様なバックグラウンドを持つ教員 
出身学部： 教育学、医学、薬学、工学、理学 
・多様な分野、研究手法 
生理学、実験心理学、脳機能イメージング、工学、スポーツ
科学、体育科学 
・基礎的研究から実践的研究まで 
・全科類からの進学を平等に受け入れ 
・恵まれた研究環境 
最先端の研究設備、多数の優れた研究スタッフ、サポートス
タッフ　 

・豊富な海外との研究ネットワーク 
・国内の他大学、研究機関、企業との共同研究 

身体教育学コースの特徴



•教育：ストレスと健康の生理学 
‒キーワード：生体調節、自律神経、ストレス、情動 

•研究内容：健康情報学 
‒生体信号処理、健康・医療情報分析の方法論 
‒生体調節系のモデリングとデータ解析との融合 
‒Editor, IEEE Transaction on Biomedical Engineering; TECHNOLOGY 
(Imperial College Press); Biomedical Physics & Engineering Express 
(Institute of Physics) 
‒ 
•最近の話題：ヘルスケアIoTコンソーシアム 
‒（ビック）データとモデルに基づく予測医療のための研究開発 
‒そのための産官学コンソーシアムの設立 

山本義春教授（教育生理学分野） 



•主な研究分野 
‒現代社会と心身の健康 
•社会生活環境、生活（睡眠）習慣、心身の変調の関係 
•睡眠の機能 
‒気分、抑うつ症状、疲労、認知機能、自律神経系機能、ストレス
ホルモン、記憶、運動パフォーマンスなどへの影響 
•主な研究プロジェクト 
‒交代制勤務による内的脱同調と心身の変調の因果性及びその生理
学的・神経行動学的基盤の解明研究 
‒脳と心の健康の保持増進に最適な高齢期での睡眠習慣の解明研究 
‒思春期の子どもでの心理的ストレス、睡眠習慣、精神的健康の関
係に関する研究 
‒学生アスリートにおける競技パフォーマンスと心身の健康の保持
増進に最適な睡眠習慣の解明研究 
‒内的脱同調と食習慣の関係に関する研究 

東郷史治教授（教育生理学分野） 



１）精神的健康に影響する環境・生活要因の解明
（keywords: 睡眠、運動、いじめ、自殺予防） 

２）精神疾患教育の開発（子供、保護者向け） 

３）未成年者の治療開始を遅らせる医療側要因の解明） 

４）精神不調の早期発見用アプリ開発 

佐々木司教授（健康教育学分野） 



多賀厳太郎教授（発達脳科学分野） 



野崎大地教授（身体教育科学分野） 

身体運動制御・学習の科学

基礎的研究：脳は複雑な構造を有する身
体をどのように制御しているのか？また
その制御則をどのように学ぶのか？

実践的研究：最新のセンサー、解析手
法を応用し、ゴルフ、ボート、ランニ
ング等の競技力を高める 



森田賢治准教授（身体教育科学分野） 



身体教育学コース所有の最先端研究設備
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身体教育学コース所有の最先端研究設備

マーカーレスモーション
キャプチャシステム

64ch 脳波計

経頭蓋磁気刺激装置+バーチャル
リアリティシステム

他にも 
・乳幼児脳活動計測用NIRSシステム 
・通常のモーションキャプチャシステム 
・筋電図計（4台：うち2台はワイヤレス） 
・慣性センサ 8台 
・視線、瞳孔径計測システム 
・心拍・血圧計…

世界有数の恵まれた研究環境



• 身体教育学コースは「身体教育」という言葉から連想
されるよりも遥かに多様なテーマを教育・研究対象と
している。

• 現代的な視点から身体や身体と心・脳に関わる多様
なテーマを研究したい、身体運動、脳活動などのデー
タを題材に最先端の統計手法やデータ分析方法を学
びたい、将来研究の世界に進み国際的に活躍したい
という方の進学を期待する。

身体教育学コース紹介のまとめ


